
 

 

巻頭の辞 

世界に恐怖を齎

した新型コロナウ

イルス COVID19

の災厄（2023年 

3月 4日現在、発

生国 230、感染者

6兆 7千億人、死者 680万人、致死率

1.01 %）が終わらない昨年 2月 24日、世界

はロシアによるウクライナへの武力侵攻とい

う衝撃に見舞われた。戦火に覆われたウクラ

イナではロシア軍による市民への殺人破壊行

為が続く中、両軍の死者数は 20万人、戦火

の地ウクライナの民間人死者も 4万人にのぼ

り、国を離れた避難

民は 100万人を超え

ると言われている。

更に、ロシア大統領

の核使用発言は冷戦

終結後の世界の人々

を一気に恐怖に叩き

落とした。振り返る

と 21世紀の幕開けは

世界中に流された衝

撃的な映像からはじまった。2001年 9月 11

日 8時 43分ニューヨーク・マンハッタン島

の国際貿易センターの 2つのビルめがけて墜

落する 2機のジェット旅客機。ハイジャック 

 

 

された旅客機乗客乗員

と 2つのビル内で働

く人たち、救助に立ち

向かう人たちを含む

2977人の命を巻き添

えにして燃え上がりゆ

っくりと絶望的に崩れ

落ちていく 2つのビ

ルの映像。アメリカの

自由と平和の象徴として、また、世界の経済

と秩序の象徴として聳え立つビルが木っ端微

塵に崩壊した 9.11アメリカ同時多発テロ。

同時多発とは、同時にハイジャックされた 4

機のジェット旅客機により行われた国際貿易

センタービル・アメリカ国防省ビルなど 3カ

所の墜落攻撃のこと。この直後に世界はアル

カイーダ・タリバン・イスラミックステイト

など国際テロリストへの警戒を強化する。事

件首謀者ウサマ・ビン・ラディン宗教指導者

を匿ったとされたアフガニスタンのタリバン

勢力に対してアメリカ軍による戦争。 
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2023 年岡山野生生物調査会・旭川源流大学実行委員会総会 

日時：2023 年 3月 21 日（火）12:00～17:00 

会場：操山公園里山センター多目的ホール（岡山市中区沢田 649-2） 

総会議事：12:00～12:30（会員制） 

記念シンポ：13:00～17:00（自由参加） 

 

記念講演：13:00～14:00 

講演テーマ「地球温暖化と自然生態系〜昆虫を通して考察する〜」 

講師：藤崎憲治 京都大学名誉教授 

 

研究発表①：14:10～14:50 

演題：ヌートリア Myocastor coypus の生物音響学的研究から見た自然史資料の重要性 

  演者：岡山理科大学理学研究科動物学専攻  八神未知弘 

     岡山理科大学理学部動物学科  小林秀司 

研究発表②：15:00～15:40 

演題：白賀渓谷（岡山県鏡野町富）における 

オオサンショウウオ（Andrias Japonicus）の現状 

演者：岡山理科大学理学部基礎理学科  金子大輝 釜井友紀 齋藤達昭 

研究発表③：15:50～16:20 

  演題：旭川水系のハルノマルツツトビケラ Dricocentrus sakura の生態研究 

演者：岡山野生生物調査会  宮内伸弥 岩城孝志 吉鷹一郎 

 

閉会挨拶・諸連絡：16:20～16:30 

会場片付け：16:30～17:00 

 

主催：旭川源流大学実行委員会 岡山野生生物調査会 

事務局：岡山市中区赤田 203－12  メール：ephoronshigae@yahoo.co.jp 

ホームページ https://okaseibututyousa.wixsite.com/okayaseiseibutu 
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記念講演 講演テーマ「地球温暖化と自然生態系 〜昆虫を通して考察する〜」 

     講師：藤崎憲治 京都大学名誉教授 
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ヌートリアMyocastor coypusの生物音響学的研究から見た自然史資料の重要性 

 

八神未知弘（岡山理科大学理学研究科動物学専攻） 

小林秀司（岡山理科大学理学部動物学科） 

 

 

岡山理科大学動物系統分類学・自然史研究室では，特定外来生物ヌートリアの生物学的特性解明のた

め，有害駆除されたヌートリア標本を継続的に受け入れている．演者は，同研究室に保管されている標

本を用いて，哺乳動物の生物音響学的研究への発展に寄与することを目的に，ヌートリアの発声器官（舌，

舌骨装置，喉頭）の構造について解剖を行ってきた，これまで発声器官のホルマリン固定標本や喉頭の

組織切片の作製と分析を行い，ヌートリアの発声器官の形態学的知見を蓄積することができた．さらに，

動物園から貴重なマレーヤマアラシとカピバラの骨格標本を作成する依頼を受けたことで，骨格標本に

は不要な軟部組織を解剖する機会が生じ，それらの発声器官の形態を，これまで蓄積したヌートリア発

声器官の形態学的知見と比較し，その構造に系統発生的な特徴が見られるかについても研究を行った． 

また，ヌートリアの属するヤマアラシ顎下目は，頭蓋骨の CT 撮影による 3D モデル化によって副鼻

腔が巨大に発達していることが近年明らかになっている（e.g. Kerber et al. 2019）が，実物標本から構

造分析をおこなった研究例は全く知られていなかった．そこで，演者は同研究室にふんだんに保管され

ているヌートリア冷凍標本をもとに頭頸部の断面標本の作製法を考案し，実施した．その結果，ヌート

リアも他のヤマアラシ顎下目と同様に巨大な副鼻腔をもつことが明らかになった． 

以上のように，自然史資料の豊富な蓄積は，資料保全のために通常なら許可されることのない頭部の

切断標本の作製を行なうことができるなど，それまでわかっていなかった形態学的知見を探求する材料

としてはたいへん重要だといえるだろう．さらに，生物音響学的研究を行う上でも，発声の特徴を理解

するためには，発声器官（舌，舌骨装置，喉頭）の形態学的特徴の解明，つまり該当部分の精密な解剖

が必要であり，それには骨格や剥製だけでなく，軟部組織も含めた自然史資料の作成と蓄積が必要と考

えている． 

 

 

 

 

研究発表③「ハルノマルツツトビケラ Dricocentrus sakura の生態研究 

岡山野生生物調査会 宮内伸弥 岩城孝志 吉鷹一郎 

＊レジュメは「かざぐるま 5号」に収録済み 
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白賀渓谷（岡山県鏡野町富）における 

オオサンショウウオ（Andrias Japonicus）の現状 
金子 大輝 1),  釜井 友紀 1) , 齋藤 達昭 1) 

      

１．はじめに 

日本オオサンショウウオ(Andrias japonicus)は、体

色が暗褐色で個体ごとに異なる黒い斑文があり、皮膚は

無数の小さな疣で覆われている。両生類で唯一国の特別

天然記念物で、環境省のレッドリストでは、絶滅危惧Ⅱ

類に指定されている。近年、近縁種である中国オオサン

ショウウオ(Andrias davidianus)の人為的移入により、

在来種である日本オオサンショウウオとの交雑が問題

になっている。特に、白賀川や黒郷川の本流にあたる目

木川の下流域や近隣の河川の吉井川でも、雑種個体の存

在が報告されている。中国オオサンショウウオは、目が

やや大型で吻端が扁平、尾が長いなどの形態的特徴を持

ち、両者は形態的特徴により区別できるが、両種間で交

雑した雑種個体になると識別が困難となり、分子遺伝学

的な分析をする必要となる。両者の遺伝子的な違いの一

つは、ミトコンドリア DNA(mtDNA)の D-loop領域と cyt-

b 領域の間に中国オオサンショウウオのみに見られる挿

入配列(197bp)がある。mtDNAは母性遺伝するので、母親

の由来が判別できる。父親の由来を判別するには核遺伝

子を調べる必要がある、マイクロサテライト分析は、核

遺伝子に存在する繰り返し配列に目を付け、両種間にお

ける繰り返し回数や分布の違いを利用して判別する方

法である。 

２．調査地点 

岡山県鏡野町富を流れる旭

川水系の白賀川の 2地点と黒

郷川 1 地点の合計 3地点で調

査を行った。捕獲したオオサ

ンショウウオを個体識別する

ために、表 1 のように、体長が 40 ㎝以上の個体の 84

個体にマイクロチップを打ち込んだ。2017 年４月から

尾部の表皮片の採取を開始し、すでに 48 個体の試料を

用意し、遺伝子解析を開始した。  

３．実験方法 

（１）DNA抽出 

鏡野町富で採取したオオサンショウウオの尾部の表

皮片はフェノール・クロロホルム処理法によって DNA抽

出を行った。また、広島市安佐動物園から供与していた

だいた中国オオサンショウウオとその雑種個体の血液

サンプルから、DNA の抽出を行った。雑種個体は埼玉県

で捕獲され、安佐動物園で保護されている個体である。 

（２）ミトコンドリア DNAの D-loop 領域の増幅 

PCR法における反応液は鋳型 DNAを 9 μl、10 mM Mg 

SO４を１μl各領域の Forwardと Reverseプライマー各 

1 μl、dNTPsを 2.5 μl、10×反応液を 2.5 μl, rTaq 

polymerase を 0.3 μlを加え、滅菌水で計 25 μlにし

た。PCR 増幅は 94℃で 300 秒行った後、94℃で 60 秒、

55℃で90秒、72℃で150秒のサイクルを40回繰り返し、

その後 72℃で 600 秒を行った。各プライマーの DNA配列

は、表 2にまとめた。 

（３）マイクロサテライト DNAの各領域の増幅 

PCR 反応液は、鋳型 DNAを 2 μl、各領域の Forward プ

ライマー0.8 μl、繰り返し配列の Reverse プライマー

0.4 μlに変更した以外は、mtDNAの増幅と同じにした。

PCR 増幅は 94℃で 300秒行った後、Aj034領域では、94℃

で 60 秒、52℃で 90 秒、72℃で 60 秒のサイクルを 10回

繰り返した後、94℃で 60秒、50℃で 90秒、72℃で 60秒

のサイクルを 40 回繰り返し、さらに 72℃で 600 秒を行

った。アニーリング温度については、Aj037領域では 51℃

マイクロチップ

挿入した個体

肉片採取した個

体

日本オオサンショウウオ

と確認された個体

白賀川1(大岩)(C) 41 21 13

白賀川2(小学校前)(B) 20 17 8

黒郷川(A) 23 11 3

Fig.1 各調査地点場所 

表１．鏡野町苫田郡富における河川別のオオサンショウウオの個体数比較 

黒郷川 

白賀川 



と 46℃、Aj044 領域では 55℃と 50℃で増幅を行った。

各プライマーの DNA配列は、表 2にまとめた。 

（４）増幅産物の確認 

mtDNA の分析では、SeakemTMGTGTMAgarose を

0.72 g、マイクロサテライト分析では NuSieve™ GTG

™Agarose 1.8 g を TAE 緩衝液 60 ml に溶解し、ゲル

を作成した。電気泳動に用いる泳動緩衝液は TAE を用

い、泳動装置にゲルをセットした。PCR 産物に

Loading Dye を 5 μl ずつ加え、100 V で 35～45 分間

電気泳動した。エチジウムブロマイドで染色した後、

UV イルミネーターで照射し増幅産物の確認を行った。 

４．結果および考察 

（１）ミトコンドリア DNA の D-loop 領域 

中国オオサンショウウオの挿入配列を含む領域を増幅

することで、日本オオサンショウウオでは、480bp のバ

ンドが、中国オオサンショウウオでは、664bpにバンド

が確認され、両者の違いをみることができた

（Fig.2）。 

（２）マイクロサテライト DNA の各領域

 

Aj034 領域では、200 bp付近で確認できるバンドを比

較すると、中国オオサンショウウオの方が日本オオサ

ンショウウオより少し大きい位置に確認できた。また

雑種では日本オオサンショウウオと中国オオサンショ

ウウオの間の位置に確認できた(Fig.3 A)。 

Aj037 領域では、どの種でも 100 bpより上に 1本の

バンドが確認できた。日本オオサンショウウオのバン

ドが中国オオサンショウウオや雑種のバンドより少し

下の位置に確認できた(Fig.3B)。 

Aj044 領域では、中国オオサンショウウオと雑種では

150 bp付近に 2本、日本オオサンショウウオでは 150 

bp付近に 1本のバンドが確認できた。雑種のバンドに

着目すると 1本の太いバンドになっている。これは 2

本バンドが出ているが綺麗に分離しなかったため 1本

のバンドのように見えていると考えられる(Fig.2C)。 

雑種個体の父親の中国オオサンショウウオがどのよ

うなマイクロサテライト型を持つか不明であるが、日

本オオサンショウウオと異なるバンドを示しており雑

種であると推定できた。(Fig.3C) 

以上の各領域のバンドの出方の違いを用いて、鏡野

町富に生息する個体について種の判別を行った結果, 

解析が終了した 24 個体では全て日本オオサンショウウ

オであることが判明した。 

６.参考文献 

・有吉優希（2021） 

「岡山県苫田郡鏡野町富に生息するオオサンショウ

ウオ(Andrias japonicus)の種の判別」卒業論文 

・ Yoshikawa Natsuhiko, Kaneko Shingo, Kuwabara 

Kazushi,  Okumura, Naoko, Matsui Masafumi, Isagi 

Yuji (2011) Development of Microsatellite Markers 

for the Two Giant Salamander Species (Andrias 
japonicus  and A. davidianus). Currrent 

Herpetology. 30; 177-180.  

・Masafumi Matui, Atsushi Tomiaga, Wan-zhao Liua 

and Tomoko Tanaka-Ueno(2008) Reduced genetic 

variation in the Japanese giant salamander, 
Andrias japonicus (Amphibia: Caudata) Molecular 
Phylogenetics and Evolution 49,318-326 

 

 

 

1)岡山理科大学理学部基礎理学科 〒700-0005 岡山市北区理大町 1－1 

①判別方法 

Fig.3 日本オオサンショウウオ、中国オオサンショウウオ及び両者雑種個体のマイクロサテライト DNA 各領域のバンド比較 

A. 1.100 bp ラダー 2.Aj034 領域(中国) 3.Aj034 領域(雑種) 4.Aj034 領域(日本) 

B. 1.100 bp ラダー 2.Aj037 領域(中国) 3.Aj037 領域(雑種) 4.Aj037 領域(日本) 

C. 1.100 bp ラダー 2.Aj044 領域(中国) 3.Aj044 領域(雑種) 4.Aj044 領域(日本) 

① ②  ③  ④  

A.Aj034 領域 B.Aj037 領域 

①    ②    ③ ④  ② ③ ④  

C. Aj044 領域 
①  

100 

200 

300 

100 

200 

300 

→ → ← 

→ ← 
← 

100 

200 

400 

→ ← → 

2 3 1 Fig.2 日本産と中国産のオオサンショウウオの

mtDNA の比較 

 1.100bp ラダー 

 2.D-loop 領域(日本) 480bp 

 3.D-loop 領域(中国) 664bp 

表２．各プライマーの DNA 配列 



１号議案　２０２２年度活動の記録

月 日 曜日 内容等（旭川源流大学実行委員会　岡山野生生物調査会　等） 場　所
１月 １５日 （土) ヘイケホタル幼虫探し 総社北運動公園
２月 ６日 （土） 早春の観察会①（セツブンソウなど）（中止） 御津天満など
２月 ２０日 （日） 総会行事 オンライン
２月 ２０日 （日） ハルノマルツツトビケラ調査（～3/20） 岡大病院周辺、他
３月 １８日 （金） 白賀川地域協議会との会合 地区振興センター
３月 １９日 （土） 早春の観察会②（カタクリなど）（中止） 御津天満など
３月 ２２日 （火） ほくぼうほたるの会に参加 北房文化センター
４月 １６日 （土） 富風力発電学習会（シンポジウム）（～4/17） 富総合福祉センター

４月 １６日 （土） ホタル団体交流会に参加 オルガ５F
４月 １９日 (火) 岡山の豊かな自然とくらしを考える部会（準備会） 倉敷自然史博物館
４月 ３０日 (土) 大野竹の子掘りと野鳥観察（１６種）に参加 御津大野
５月 １日 （日） 二本木山（タカ定点）観察開始 岡山・北区石妻
５月 ７日 (土) 「ほくぼうホタル学」に参加 北房文化センター
５月 １５日 (日) 水生昆虫同定会（岡山理科大学中村研） 岡山理大Ｃ２４Ｆ
５月 １９日 (木) 笹岡小学校（惣分川）ホタル観察（～6/17） 赤磐市笹岡小学校
〃 〃 〃 大野ホタル観察(～6月23) 岡山・御津大野大野川

５月 ２８日 （土） 百間川水質調査に協力 里山センター
５月 ３１日 （火） 岡山の豊かな自然とくらしを考える部会（準備会） 岡山・北区龍泉寺
６月 ４日 （土） ＡＲ-ＮＥＴ旭川水質調査に協力（～6/5） 旭川流域
６月 ５日 （日） ヘイケボタル観察 倉敷由加奥迫川
６月 ９日 （木） 「旭の自然を守る会」に参加 久米・美咲町東垪和

６月 １２日 （日） 水辺の生き物調べ（環境ひろば　体験）に参加 勝央町
６月 １７日 （金） 福谷ホタル観賞会に参加 岡山・北区河原
６月 １８日 （土） 岡山の豊かな自然とくらしを考える部会（準備会） オルガ５Ｆ
６月 ２５日 （土） 富白賀渓谷底生動物調査 鏡野町富
６月 ２６日 （日） 由加山ホタル観察会に参加 由加蛍遊の会
６月 ２８日 （火） 備中鍾乳洞（びっちゅうかなちあな）近辺観察 真庭市水田
８月 ４日 （木） 風力発電関連打合せ 奥津湖道の駅
８月 ７日 （日） 湿原の生き物観察会 岡山・北区龍泉寺
８月 ２０日 （火） 大野川川遊びに協力 岡山・北区大野川
８月 ２０日 （火） オオシロカゲロウ調査（～9/30） 岡北大橋、他
８月 ２７日 (土） ホタル団体交流会 オルガ５Ｆ
〃 〃 〃 岡山の豊かな自然とくらしを考える部会（準備会） 　〃
９月 ５日 （月） ほくぼうほたる学 北房文化センター
９月 １０日 （土） 岡山の豊かな自然とくらしを考える部会（準備会） 岡山・北区龍泉寺
９月 １７日 (木） クマタカの渡り観察（岡山・北区石妻） 山上エコ交流館
９月 ２５日 （日） 田地子川水生昆虫調査に協力 めだかの学校

１０月 １０日 （月） あかいわ美土里の和講演会、現地調査に参加 山陽団地公民館
１０月 １５日 （土） 大野川生き物調査に協力 岡山・北区御津大野
１０月 ２２日 （土） ホタル団体交流会に参加 オルガ５Ｆ
１０月 ２３日 （日） 北房ホタル学に参加　講演：遊磨氏 北房文化センター
１０月 ２７日 （月） ヤマトビイロトビケラの調査（～12/08) 牟佐大久保他
１０月 ２９日 （土） ホタル団体交流会に参加 オルガ５Ｆ
〃 〃 〃 岡山の豊かな自然とくらしを考える部会（準備会） 　〃

１０月 ３０日 （日） 旭川源流大学下見（大人のみ） 鏡野町羽出
１１月 １日 （火） 風力発電関連資料、羽出地区住民全戸配布 鏡野町羽出
１１月 ３日 （木） 自然環境・地質を見る会（仮称）に参加 岡山・北区大野他
１１月 ７日 （日） 第15回旭川かいぼり調査に協力 旭川竹枝川原
１１月 ２３日 （水） ヤマトビイロトビケラ観察会（中止） 岡山・北区牟佐大久保

１１月 ２７日 （日） 旭川源流大学下見（高校生含む） 鏡野町羽出
１２月 １０日 （土） 白賀渓谷調査（～12/12）12/11風力発電地元学習会 白賀渓谷
１２月 1７日 （土） 岡山の豊かな自然とくらしを考える部会・視察 ことみなみ未来館
１２月 １８日 （日） 水生昆虫同定会（岡山理科大学中村研） 岡山理大Ｃ２４Ｆ
１月 ２１日 （土） 水生昆虫談話会に参加 信州大学松本キャンパス

２月 ４日 （土） ホタル団体交流会に参加 オルガ５F
２月 １１日 （土） 早春の観察会①（セツブンソウなど） 御津天満など
３月 ２１日 （火） 岡山野生生物調査会・旭川源流大学等総会、記念講演 里山センター



 

学習会「富の豊かな自然と暮らしを再考する 

 －風力発電所建設計画をきっかけにして－」 

日時：4月 16日（土）         参加者：50名 

場所：富総合福祉センター 

主催：旭川源流大学実行委員会  

概要： 富で建設計画が浮上

している風力発電所につい

て、地元住民を対象に専門家

を呼んで学習会が行われた。 

 

身近な水環境の一斉調査（上流域） 

日時：6月 4日（土）           参加者：20名 

場所：真庭市周辺の旭川、久世公民館 

主催：旭川流域ネットワーク 

概要：全国水環境マップ実行

委員会が行う水質調査で、旭

川流域ネットワーク（AR-

NET）に協力し、採水やパッ

クテストの支援を行った。 

 

湿原の生き物観察会 

日時：8月 7日（日）           参加者：20名 

場所：龍泉寺、鑓水キャンプ場 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：龍泉寺の自然を守る会

の案内の元、サギソウなど湿

原の生き物観察を行った。午

後は鑓水キャンプ場にて飯

盒炊爨体験を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野川いきもの調査会 

日時：10月 15日（土）          参加者：30名 

場所：大野川 

主催：御津の「緑」と「清流」を守る会、大野川いい川づくり、

おかやま環境ネットワーク 

概要：大野川に生息する魚や

水生生物の調査に参加協力

した。 

 

 

旭川源流大学下見 

日時：11月 27日（日）          参加者：10名 

場所：羽出西谷川、他 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：来年度開催予定の旭川

源流大学の開催予定地であ

る、鏡野町羽出地区で、水生

昆虫採集、宿舎等の下見を行

った。 

 

早春の観察会① 

日時：2月 11日（土）           参加者：10名 

場所：御津天満、九谷、建部大田 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：御津地区、建部地区に

おいて、セツブンソウの観察

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年岡山野生生物調査会・旭川源流大学実行委員会活動報告 写真資料 

2023年の行事案内 ☆参加ご希望は事務局に事前連絡を ☆参加費 500円 

・3月 26日（日）14時～、『鏡野町風発を考える会主催、業者 JRE社との質問会』会場羽出公民館に参加協力 

・5月連休 旭川源流大学（白賀渓谷、羽出方面） 

・7月 1日（土）～7月 21日（金）鏡野町ペスタロッチ館ギャラリー展示、テーマ『白賀渓谷の生き物たち』 

・7月 23日（日）『鏡野の豊かな自然と暮らしを再考する』ペスタロッチ館会議室（予定） 

・9月 24日（日）、『田地子川の水生昆虫観察会』めだかの学校主催に講師運営協力 

・9月 オオシロカゲロウ観察  ・11月 ヤマトビイロトビケラ観察 

季節の生き物情報はいつでもご連絡ください。観察会の要望がありましたら、事務局にご連絡をお願いします。随時、

検討いたします。 

＜事務局連絡先＞ Tel：090-1186-9358、Mail：ephoronshigae@yahoo.co.jp (吉鷹一郎) 

HP：https://okaseibututyousa.wixsite.com/okayaseiseibutu 
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2023,3，21 

2 号議案  2022 年度決算報告書（案） 

旭川源流大学実行委員会・岡山野生生物調査会 
 

資 金 調 達  

寄付金及び講師料収入等 円 

自己資金 198,022 円 

他機関の助成 円 

合 計 198,022 円 

 

 支出明細 

 

費用の項目 明 細 領収書番号 領収書金額 

①器具備品費 

 

多機能 LCD デジタル風速計 ①ー１ 5,995 円 

採集用ライト（ライトトラップ用）一式 ①ー２ 7,535 円 

採集用集塵ポンプ（ライトトラップ用） ①ー３ 9,174 円 

センサー付きサーチライト（夜間採集用） ①ー４ 6,347 円 

採集用胴長 ①ー５ 3,799 円 

②物品・資材購

入費 

 

ねじ口瓶 50 本入 ②ー１ 14,850 円 

パックテストＣＯＤ50 回分 ②ー２ 5,060 円 

広口ボトル・文具 ②ー３ 1,998 円 

調査注意テープ・バケツ・ロープ・文具 ②ー４ 5,089 円 

水中撮影用カメラ部品 ②ー５ 4,717 円 

電池・プリンターインク・印刷紙 ②ー６ 11,670 円 

標本保存用アルコール・電池・マジックインク ②ー７ 7,130 円 

③賃借料 

 

渡船借料１・車両借上費２ ③ー１ 18,000 円 

車両借上費 ③ー２ 6,000 円 

車両借上費 ③ー３ 6,000 円 

車両借上費 ③ー４ 4,000 円 

車両借上費 ③ー５ 6,000 円 

④印刷費 

 

プリンター用紙・インク ④ー１ 22,238 円 

プリンター用紙・インク ④ー２ 17,931 円 

   

⑤通信交通費 

 

宅急便 2 件・レターパックライト・切手代 ⑤ー１ 2,805 円 

第 1 種定形外郵便物 3 件・ファックス代 ⑤ー２ 1,709 円 

ハガキ代 65 枚・切手 7 シート ⑤ー３ 9,975 円 

⑥旅費交通費 

 

  円 

⑦謝金 

 

調査協力・講師謝金 ⑦ー１ 20,000 円 

⑧新型コロナ 

対策費 

  円 

   

 

領収書金額合計額（※2） 

 

198,022 円 

 

 

会計処理は間違いなく行われていることを確認いたしました。 

 

会計監査： 氏名                印  2023 年 3 月  日      
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4 号議案 2023 年度方針案 

１，自然観察で季節の生き物と出会う ２，地域自然史研究のすすめ ３，みんなの博物館 

2 月 3 月 4 月 5 月セツブン・マンサク、ハルノマルツツ、カタクリ、ユキワリ、イワツバメ 

県北部 水生昆虫 オオサンショウウオ調査 髙嶋干潟 大飛島 新庄 粟倉 

6 月 7 月 8 月勝山かいぼり、海蛍と水族館、田地子・総社水辺教室、大野・富・富原・津黒  

 

おかやまの川の生き物ガイド「調べて・伝えて・考える」 

地域ごとに地元住民の協力で、おかやまの川の生き物ガイド「調べて・伝えて・考える」を作成 

 

可児藤吉メモリアル企画からデジタル情報博物館構想に   

勝央町との協力で、一般向けの紹介パンフレット作成および紹介行事の企画立案をすすめる 

 

流域を繋ぐ旭川生き物巡回パネル展 

旭川流域の市町村などでこれまで３年間公民館などで巡回展示の実績を踏まえて、 

県内の源流や沿岸町村での巡回展示企画の立案をすすめる 

 

毛無山ほか県内３河川源流調査 

国・県・市町村にも国立公園での希少生物の再調査の機運を起こす 

 

笠岡諸島調査ほか生息確認の「イワガキ」の生息地の再調査と多様性調査を地元と協力 

 

大飛島および周辺島の調査視察、4 月 5 月に笠岡港から、地元漁協との交流 

 

「河川の冨栄養化と海の貧栄養化」森・川・海の連環企画 緊急、今何が一番必要か。市民に新しい異変を知

らせることが急務。海の栄養が足りなくなっている？！ 

 

他団体との協力を強化する 

「みんなでつくる自然史博物館香川」などの他県の団体との交流も行う 

日本ベントス学会・大阪市立自然史博物館友の会・水生昆虫談話会・水生昆虫研究会・旭川流域ネットワーク・岡山淡水

魚研究会・岡山自然を守る会・大野川いい川づくり・御津産廃阻止同盟・東中国山地自然史研究会・鏡野風発を考える

会・おかやま環境ネットワークなど 
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特別決議 

１，足守メガソーラー発電施設の地元のみなさんの活動に協力していく 

２，池田動物園の将来に協力していく 

３，百間川一の荒手、二の荒手付近の生き物保全を注視し協力していく 

４，2018 年 7 月 6 日西日本豪雨災害の被害とその原因を注視し被害者に協力していく 

５，旭川流域および高島干潟と瀬戸内海沿岸部の生き物の変化を注視していく 

６，産廃施設設置および太陽光発電・風力発電など自然エネルギー開発により増加する生態系破壊と土石流災害・低周

波音災害などや、農林漁業現場での薬剤散布問題によるの生活・健康不安に注視し住民と協力して調査活動を行う 

 

規定規約の改定  なし 

 

旭川の生き物ガイド② 

昨年 2022 年 3 月に市民向けの旭川の自然観察のガイドブックとして A4 判カラー版天綴じ 48 頁の「旭川の

生き物ガイド 水生昆虫と干潟の生き物」を発行し岡山市内の公民館などに無料配布したところ、大変好評を

いただきました。今年 2023 年 3 月にも「旭川の生き物ガイド②～岡山の生き物たちはどうなってきたのか～

自然に触れる感動 調べて、伝えて、考える」を発行する予定です。希望される方は事務局までご連絡くださ

い。よろしくお願いします。 

 

入会のご案内 

★年会費はなく皆さんの任意の寄付金制で、活動が支えられています。 

年間 3,000 円を目安に任意の額で振り込みをお願いいたします。また、総会の会員資格及び議事参加資格は総

会までの会費を納めていることです。 

郵便局ゆうちょ銀行からの振り込み 

金融コード９９００ 記号１５４１０ 番号３０６３２０２１ 

ゆうちょ銀行以外の銀行・信金などからの振り込み 

（店名）五四八 （店番）５４８ （預金種目）普通預金 （口座番号）３０６３２０２ 
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第 5 号議案 ２０２３年度方針・予算書案 

旭川源流大学実行委員会・岡山野生生物調査会 

 

【目的】 

岡山県内の底生動物相の解明と地域個体群の生態を調査することを目的とする。こ

のような市民向けの地域の生物情報は現在まで淡水魚情報を除いて殆ど見出すこと

はできない。今回の調査は、これまで報告した岡山県内の底生動物調査①から④の

未調査部分の調査や河川の最源流部及び児島湾干潟などで行うことにしているが、

従来の調査地点のモニタリング調査も行うこととしている。この事業は、地域の自

然とくらしの関りを地元住民自らで守るために専門家と共同した地元市民による調

査実績を重ねていく上で重要な経験となる。また同時に、県民共有の財産である今

後の岡山県内の地域自然史情報を保存継承していく上でも極めて重要と思われる。 

【計画の内容、広報の手段】 

県内河川を主とした上・中・下流域での水生昆虫の生息調査は、3 月から 12 月まで

に完了し、前年度前々年度に作成された「旭川の生き物ガイドブック」①②の補足

追加版「旭川の生き物ガイドブック」③を作成予定している。また、調査データの

公表は当会ホームページ及び会誌「かざぐるま」や自然保護センター紀要などへの

寄稿により行い、また、国内外の水生昆虫研究者との交流の場である水生昆虫談話

会（会員登録済）での公表を予定している。 

【この活動によって達成される成果、今後の展望・発展性】 

  本事業によって、地域自然史情報の一端を、市民がいつでも入手可能なデジタ

ルミュージアム構想の取り組み方向性が見いだせる。この活動によって、市民自

らが地元の自然を「調べて」「伝えて」「考える」ことを可能にすべく、専門家

と地元市民の協力体制を構築して地域自然史情報をデジタル情報として公表する

流れを作り出す。近い将来には県内の自然情報調査のネットワークの構築を市民

自らの手によって可能にするための一助としたいものと考えている。 

 

資金調達予定 

寄付金・講師収入など 346,000円 

他機関の助成（岡山市 ESD） 50,000円 

合 計 396,000円 

 

支出明細  

費用の項目 明細 金 額 
①器具備品費 
 

水生昆虫採集機器（成虫用マレーゼトラップ）＠10,000✕１

式 

10,000円 

水生昆虫採集用機器（幼虫用サーバーネット）＠10,000✕1

式 

10,000円 

環境測定機器（水中環境測定、水中照度他）＠20,000 20,000円 

  

  

  

②物品・資材 

購入費 

 

印刷用紙、＠500✕10式 5,000円 

印刷用インク＠3,000✕10式 30,000円 

標本保存用瓶セット＠10,000✕２式 20,000円 

採集物簡易保存用容器＠2,000✕５式 10,000円 
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保存用エタノール 500㏄ ＠1,000✕10本 10,000円 

 円 

③借料 
 

鏡野町調査用運搬器機借上費 ＠5,000✕４式 20,000円 

操山公園里山センター会議室 ＠5,000✕２回 10,000円 

白賀渓谷の生き物展、鏡野町ペスタロッチ館 ＠5,000✕２

回 

10,000円 

鏡野町底生動物調査、羽出地区施設 2日間＠10,000✕２回 20,000円 

高島干潟及び飛島調査渡船借料 ＠10,000✕１回✕2か所 20,000円 

④印刷費 

 

旭川の生き物ガイド③印刷用一式 500部  50,000円 

白賀渓谷の生き物展ポスター 500部 20,000円 

白賀渓谷の生き物展チラシ 1,000部 20,000円 

  

  

⑤通信交通費 

 

標本鑑定用郵送費等 ＠1,000✕１０回 10,000円 

資料送付代 ＠1,000✕10回 10,000円 

  

  

  

⑥旅費交通費 

 

鏡野町底生動物調査交通費 ＠20円/km、200km✕４回 16,000円 

  

  

  

  

⑦謝金 
 

鏡野町底生動物調査専門家協力謝金 ＠5,000✕２名 10,000円 

記念講演謝金 ＠10,000✕１名 10,000円 

  

  

  

  

⑧行事保険料 

 

鏡野町底生動物調査 2泊 3日 ＠500✕10人 10,000円 

高島干潟調査 ＠100✕10人 1,000円 

飛島調査 ＠100✕10人 1,000円 

  

  

⑨新型コロナ対

応費 

 

赤外線体温計一式 ＠5,000✕１ 5,000円 

消毒用アルコール ＠800✕10 8,000円 

  

  

  

合 計（※２） 396,000円 
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2002年から

2022年まで 20

年にわたる戦

争。米ブラウン

大の研究チーム

によると、米国

の「9・11」後の

20年間で、一連

の対テロ戦争の

費用が 8兆ドル

（約 880兆円）

戦争によって亡

くなった人は 90万人前後に達するという（2023年

3月 1日発表）。アメリカのブッシュ（子）が開

始。オバマ・トランプ・バイデンと撤退まで四代の

大統領たちが投入した無人機ドローン攻撃と空爆の

巻き添えで、20年間でタリバン兵が 5万 3千人 民

間人 4万 6,000人が亡くなった。また、2003年か

ら 2011年までのイラク戦争には 50万人のイラク民

間人が死亡。2003～2011年のイラク戦争によっ

て、イラクでは約 50万人の命が直接的、間接的に

奪われたことが、同国の 1960世帯を対象とした画

期的調査によって明らかとなった。戦争による暴力

行為は 2006年と 2007年がピークだったという。

2003年 3月 19日、アメリカ主導の連合軍がイラク

に侵攻して地上戦を開始、首都バグダッドを速やか

に制圧し、サッダーム・フセイン政権は崩壊した。

戦闘終結後、連合軍がイラクを占領していた 2011

年までの間、度重なる爆破やアルカイダの関与する

反乱、民兵の戦闘などにより、人口 3260万人のイ

ラクでは多くの血が流され、出兵した軍人の被害よ

りも戦火に巻き込まれた民間人死者数が遥かに上回

る悲劇を繰り返した。過去に何度も繰り返されて来

た悪夢の歴史。平和の時に積み上げてきた命も財産

も戦争により一瞬に破壊される悪夢の繰り返し。一

方で焼け太る死の商人。戦争も経済の道具と見なす

暴論。過ぎ去ったはずの 2つの世界大戦を経験した

20世紀初頭の帝国列強の侵略戦争の時代に逆戻り

したかのようである。戦争終結の度に国際平和を願

い国々が宣言したはずの平和の誓いは無惨にも消え

失せてしまったかのようだ。今こそ世界平和を求め

て人々が繋がり『STOP WAR  MAKE PEACE  戦

争を止めて平和をつくれ』の大合唱が必要ではない

のか。自然の生

き物たちの観察

に感動を求めて

続けてきた会の

調査活動・教育

活動を含む自然

史研究は根底の

ところでは平和

を守る活動だと

いう矜持を意識

しておきたい。 

 

（文責 吉鷹一郎） 
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旭川の生き物ガイド ②
～岡山の生き物たちはどうなってきたのか～

自然に触れる感動 調べて、伝えて、考える

くらしのつながりを再考する旭川フィールドミュージアム構想

生き物たちの絶滅の歴史①
旭川流域で起こってきたこと～１００年間の変化
源流・中流域では

江戸・明治時代；薪炭・木炭の循環型社会
（たたら製鉄・牧畜・焼き畑による山林消失も）

二次大戦前；戦時政策で天然林の皆伐

二次大戦後；戦後大規模スギ・ヒノキ植林政策
石油大量消費・薪炭・木炭利用激減・天然林消失
（広大な里山の樹林が手入れ不足に陥る）

電源開発・大型ダム 奥山の渓流や自然河川の消失

大型動物の絶滅（カワウソ・イヌワシ・クマゲラ・ヨツボシトンボ）
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生き物たちの絶滅の歴史②
旭川流域で起こってきたこと～１００年間の変化

下流域・沿岸部では

江戸・明治時代； 海運業、沿岸漁業、

地産地消循環型経済、

二次大戦前；干潟干拓・鉄道道路整備・工業化

二次大戦後；大規模工業地帯整備・高度成長

コンクリートの河川・道路整備

石油製品大量使用・干潟や浜辺の消失

多くの絶滅種（カブトガニ・天然サツキマス・二ホンバラタナゴ・アゲマキ）

得たもの＝持続可能なのだろうか？考えよう！

・臨海工業地帯・農地拡大・港湾整備

・河川護岸コンクリート化・大型ダム

・大量生産・大量消費社会・国際流通など

それを支えたのは、世界各地からの大量輸入

失ったもの＝取り戻したい！我々が生き残るために！

・古代から続く循環型社会・地産地消など

・めぐみ豊かな森川海とそのつながり

それを支えたのは、地域の生物と人の繋がりでした

残したい多様な生物は、求められる循環型社会は。

それを考えるために、流域の人々と出会いました

あなたの地域でも生き物調査を始めませんか



2023/3/20

3

第３・６・９回旭川源流大学２０１２年～2019年
蒜山津黒高原、旭川水系下和川・津黒川

（水生昆虫・魚類・爬虫類）

第２・５・８回旭川源流大学
２０１１年～2018年実施、

新庄村、旭川水系新庄川・野土路川
（水生昆虫・魚類・植物・森林保全）
2015年～2019年旭川かいぼり調査in勝山

第１・４・７回旭川源流大学
2010年～2017年鏡野町富
（水生昆虫・魚類・哺乳類)
旭川水系目木川・余川・白賀川

2014年～オオサンショウウオ調査

宇甘川・大野川
生き物調査プロジェクト

2006年～（ホタル・魚類・水生昆虫）

備中川生き物調査プロジェクト
ホタル公園（市民観察会）

２０１２年開始
（ゲンジホタル・ヒメホタル・ヤマトビイ

ロトビケラ）

旦土川・江与味大山川
自然観察会

２０１０年（水生昆虫）

誕生寺川
生き物調査プロジェクト

２０１３年8月（昆虫・植物）

高島干潟観察調査
2008年～

（甲殻類・魚類・貝類）

アカザ復活プロジェクト
旭川かいぼり調査in竹枝

2006年～2019年
（魚類・水生昆虫・水文学）

岡山市街地、能登川・西川用水
『まちなかホタル』プロジェクト

2013・2014年
（ゲンジホタル・ヘイケホタル）

調査開始1989年～

ヤマトビイロトビケラ
調査観察プロジェクト

2010年～

旭川まるごと探検隊
～旭川源流大学

２０１０年～２０１９年

児島大浜海岸ウミホタル調査
２０１２年～

（ウミホタル・スナガニ・海岸生物）

第２回２０１１年、第５回２０１４年旭川
水系新庄川・野土路川

第１回２０１０年、第４回２０１３年
鏡野町富、旭川水系白賀川

第３回２０１２年、第６回２０１５年
蒜山津黒、旭川水系下和川・津黒川

不動滝・雄滝 朝鍋山頂

丸木橋作り ヒダサンショウウオ

アサギマダラチョウ

新緑の朝鍋山のブナ

雌滝 キツリフネ

珪藻土露天掘り現場 山乗渓谷・不動滝

津黒生き物ふれあいの里

イワタバコ

津黒川・河川公園

新庄川・龍宮岩公園のケヤキ

新庄川・龍宮岩

新庄川・龍宮岩で化石探し

白賀渓谷で源流大学の碑建立

白賀渓谷・うらない岩

白賀渓谷から保護された幼生

余川の水力製材所

白賀渓谷のせせらぎ

旦土川・江与味大山川
自然観察会
２０１０年

新庄川・龍宮岩

備中川生き物調査プロ
ジェクト
ホタル公園

２０１２年開始

旭川まるごと探検隊
～上流域

旭川かいぼり調査
勝山

２０１５年～現在
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アカザ復活プロジェクト
竹枝かいぼり調査

２０１２年１１月４日実施
宇甘川・大野川

生き物調査プロジェクト
２０１２年１０月２８日実施
２０１３年１０月２７日実施予定

ナガレホトケドジョウ発見

旭川まるごと探検隊
～中流域

旭川まるごと探検隊
～河口干潟及び海域

高島干潟生き物調査
２０１２年７月 ・ ２０１３年５月 実施

大浜海岸ウミボタル調査
２０１２年７月・２０１３年７月実施



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


